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ト
レ
ン
ド・リ
ポ
ー
ト

●
は
じ
め
に

　

二
〇
一
二
年
四
月
に
金
正
恩
が
朝
鮮

労
働
党
第
一
秘
書
と
国
防
委
員
会
第
一

委
員
長
に
就
任
し
、
名
実
共
に
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
北
朝

鮮
）
の
最
高
指
導
者
と
な
っ
て
以
降
の

同
国
で
は
、
従
来
の
社
会
主
義
経
済
管

理
シ
ス
テ
ム
を
改
革
す
る
た
め
の
一
連

の
措
置
が
実
施
さ
れ
、
金
正
恩
時
代
の

「
朝
鮮
式
経
済
管
理
方
法
⑴
」
の
確
立

が
進
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
韓

国
の
み
な
ら
ず
日
本
に
お
い
て
も
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
そ
の
経
済
改
革
の
具
体
的

な
内
容
や
展
開
に
つ
い
て
は
依
然
と
し

て
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

改
革
措
置
の
時
系
列
的
な
流
れ
や
、
金

正
恩
が
指
示
し
た
と
さ
れ
る
内
容
な
ど

に
つ
い
て
、
一
部
誤
っ
た
情
報
が
流
布

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
参
考
文
献
③
）。

　

だ
が
、
在
日
朝
鮮
人
研
究
者
に
よ
る

北
朝
鮮
の
現
地
研
究
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
や
公
式
資
料
を
用
い
た
研
究
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ら
経
済
改
革
の
具
体
像
が

少
し
ず
つ
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

（
参
考
文
献
①
③
⑤
）。

　

本
稿
で
は
、
金
正
恩
の
指
導
下
で
確

立
が
進
ん
で
い
る
「
朝
鮮
式
経
済
管
理

方
法
」
の
な
か
で
も
、
特
に
重
要
な
も

の
と
み
ら
れ
る
「
社
会
主
義
企
業
責
任

管
理
制
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら

か
に
な
っ
た
内
容
を
整
理
し
、
そ
の
制

度
的
特
徴
を
過
去
の
北
朝
鮮
の
経
済
管

理
方
法
と
比
較
検
討
す
る
。
そ
の
う
え

で
、「
社
会
主
義
企
業
責
任
管
理
制
」

に
続
い
て
、
現
在
進
行
中
と
み
ら
れ
る

他
の
経
済
改
革
に
つ
い
て
も
考
察
し
、

今
後
、
同
国
の
社
会
主
義
経
済
管
理
シ

ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
展
望
す
る
。

●
「
朝
鮮
式
経
済
管
理
方
法
」
の

確
立
過
程

　

ま
ず
、
金
正
恩
政
権
下
で
進
め
ら
れ

て
い
る
「
朝
鮮
式
経
済
管
理
方
法
」
を

確
立
す
る
た
め
の
一
連
の
改
革
措
置
が

ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
き
た
の
か
を

時
系
列
順
に
整
理
す
る
。

　

二
〇
一
三
年
五
月
一
〇
日
付
の
『
朝

鮮
新
報
』
電
子
版
に
掲
載
さ
れ
た
内
閣

事
務
局
キ
ム
・
ギ
チ
ョ
ル
副
部
長
と
国

家
計
画
委
員
会
リ
・
ヨ
ン
ミ
ン
副
局
長

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
（
参
考
文

献
⑨
）、
金
正
恩
は
二
〇
一
二
年
か
ら

経
済
管
理
方
法
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
課
題
を
提
示
し
、
研
究
機
関
と
経

済
部
門
の
行
政
機
関
で
検
討
作
業
が
始

ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
同
年
六
月
か
ら

は
、
協
同
農
場
の
末
端
単
位
で
の
労
働

評
価
と
生
産
物
の
分
配
方
式
を
、
一
名

か
ら
五
名
程
度
で
構
成
さ
れ
る
「
圃

田
」
の
生
産
結
果
に
応
じ
た
や
り
方
に

変
更
す
る
な
ど
の
試
験
的
な
改
革
措
置

が
始
ま
っ
た
⑵
。

　

二
〇
一
三
年
の
新
年
辞
で
、
金
正
恩

は
経
済
管
理
方
法
を
改
善
・
完
成
す
る

と
と
も
に
、
各
経
済
単
位
の
良
い
経
験

を
普
及
す
べ
き
だ
と
述
べ
（
参
考
文
献

⑫
）、
同
年
三
月
の
朝
鮮
労
働
党
中
央

委
員
会
全
員
会
議
で
行
っ
た
報
告
で
も
、

発
展
す
る
現
実
の
要
求
に
合
わ
せ
て

「
朝
鮮
式
経
済
管
理
方
法
」
を
研
究
し

て
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

調
し
た
（
参
考
文
献
⑬
）。
金
正
恩
が

打
ち
出
し
た
方
針
に
基
づ
き
、
二
〇
一

三
年
か
ら
「
社
会
主
義
企
業
責
任
管
理

制
」
と
呼
ば
れ
る
経
済
管
理
方
法
が
全

面
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
四
年
五
月
三
〇
日
に
、
金
正

恩
は
「
朝
鮮
式
経
済
管
理
方
法
」
を
確

立
す
る
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
労
作
を

発
表
し
た
⑶
。
こ
の
労
作
は
公
開
さ
れ

て
い
な
い
が
、
韓
国
の
『
統
一
ニ
ュ
ー

ス
』
や
日
本
の
『
東
洋
経
済
新
報
』
が
、

そ
の
抜
粋
と
思
わ
れ
る
文
書
を
ス
ク
ー

プ
し
て
お
り
、
ま
た
『
労
働
新
聞
』
や

『
勤
労
者
』
な
ど
の
公
式
媒
体
に
も
、

五
月
三
〇
日
に
発
表
さ
れ
た
労
作
の
解

説
と
思
わ
れ
る
記
事
や
論
文
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　

姜
日
天
は
そ
れ
ら
の
資
料
を
総
合
し

た
う
え
で
、
金
正
恩
時
代
の
「
朝
鮮
式

経
済
管
理
方
法
」
に
つ
い
て
、
社
会
主

義
的
所
有
と
集
団
主
義
原
則
を
堅
持
し

つ
つ
、
客
観
的
法
則
と
科
学
的
理
致
に

合
致
し
た
経
済
管
理
を
行
い
、
経
済
的

実
利
を
確
保
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
方

向
性
で
あ
る
と
整
理
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
こ
の
基
本
的
な
方
向
性
を
実
現
す

る
た
め
の
主
要
な
経
済
管
理
方
法
と
し

て
、
国
家
の
統
一
的
指
導
と
戦
略
的
管

理
、
経
済
事
業
に
対
す
る
党
の
領
導
の

保
障
、
そ
し
て
「
社
会
主
義
企
業
責
任

管
理
制
」
の
三
つ
を
挙
げ
、
前
者
二
つ

と
違
い
、
新
た
に
提
唱
さ
れ
た
「
社
会

主
義
企
業
責
任
管
理
制
」
に
注
目
す
べ

金
正
恩
時
代
の
「
朝
鮮
式
経
済
管
理

方
法
」
を
読
み
解
く

柳
　
学
洙
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き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
参
考
文

献
①
）。

　

以
上
の
と
お
り
、
金
正
恩
は
北
朝
鮮

の
最
高
指
導
者
に
就
任
し
た
当
初
か
ら

経
済
管
理
シ
ス
テ
ム
を
改
革
す
る
た
め

の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
二
〇
一
二
年

に
試
験
的
に
実
施
し
た
改
革
措
置
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
三
年
か
ら

「
社
会
主
義
企
業
責
任
管
理
制
」
の
全

面
的
な
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。
そ
し
て

二
〇
一
四
年
五
月
三
〇
日
に
発
表
し
た

労
作
で
、
改
め
て
「
朝
鮮
式
経
済
管
理

方
法
」
を
確
立
す
る
問
題
を
国
家
の
重

要
課
題
と
し
て
提
示
し
、
そ
の
管
理
方

法
の
な
か
で
も
重
要
な
制
度
的
措
置
と

し
て
、「
社
会
主
義
企
業
責
任
管
理

制
」
を
位
置
づ
け
た
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

続
い
て
、
こ
の
「
社
会
主
義
企
業
責

任
管
理
制
」
の
制
度
的
特
徴
と
意
義
を

歴
史
的
な
視
野
か
ら
捉
え
る
た
め
に
、

北
朝
鮮
の
経
済
管
理
シ
ス
テ
ム
の
展
開

過
程
を
振
り
返
る
こ
と
と
す
る
。

●
北
朝
鮮
企
業
管
理
シ
ス
テ
ム
の

歴
史
的
展
開

　

北
朝
鮮
の
社
会
主
義
経
済
管
理
シ
ス

テ
ム
は
、
建
国
期
に
ソ
連
を
モ
デ
ル
と

し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
⑷
、
生

産
手
段
の
社
会
主
義
的
所
有
と
、
国
家

に
よ
る
経
済
の
計
画
的
な
管
理
運
営
を

特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
の
経
済
管
理
シ

ス
テ
ム
の
も
と
で
、
国
営
企
業
は
経
営

上
の
相
対
的
独
自
性
を
持
ち
、
独
立
採

算
制
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
⑸
、
そ
れ
は
資
本
主
義
諸
国
の
企

業
経
営
と
は
異
な
る
点
に
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
国
営
企
業
の
生
産
計
画
の
策

定
や
生
産
物
の
配
分
な
ど
、
経
営
に
関

す
る
重
要
な
決
定
事
項
は
、
国
家
計
画

委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
上
級
行
政
機

関
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
企
業
間
の
生

産
物
の
取
引
も
、
国
家
の
計
画
的
な
管

理
の
も
と
で
、
国
定
価
格
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ソ
連
型
の
社
会
主
義
経

済
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
一
般

に
、
行
政
機
関
の
肥
大
化
に
よ
る
集
権

的
管
理
の
限
界
、
計
画
経
済
の
運
営
過

程
で
交
換
さ
れ
る
情
報
の
歪
曲
、
労
働

者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
欠
如
な
ど
の

経
済
管
理
上
の
非
効
率
性
が
存
在
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
非

効
率
性
は
北
朝
鮮
に
も
存
在
し
、
金
日

成
を
最
高
指
導
者
と
す
る
北
朝
鮮
指
導

部
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

様
々
な
制
度
改
革
を
試
み
て
き
た
。

　

一
九
六
一
年
に
は
「
大
安
の
事
業
体

系
」
と
呼
ば
れ
る
企
業
管
理
体
系
を
導

入
し
、
行
政
機
関
の
傘
下
に
あ
っ
た
国

営
企
業
に
党
の
指
導
ラ
イ
ン
を
組
み
込

み
、
こ
の
二
重
の
指
導
ラ
イ
ン
を
通
じ

て
企
業
管
理
を
改
善
し
よ
う
と
し
た
。

ま
た
、
一
九
六
五
年
に
計
画
の｢

一
元

化･

細
部
化｣

方
針
を
打
ち
出
し
、
行

政
機
関
が
細
か
い
計
画
指
標
ま
で
徹
底

的
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
計
画
経
済
の

運
営
を
正
常
化
し
よ
う
と
試
み
た
。

「
大
安
の
事
業
体
系
」
と
計
画
の｢

一

元
化･

細
部
化｣

は
、
国
営
企
業
に
対

す
る
上
部
機
関
の
統
制
の
強
化
を
通
じ

て
経
済
管
理
の
改
善
を
図
っ
た
措
置
と

い
え
る
が
、
ど
ち
ら
も
目
立
っ
た
成
果

を
挙
げ
る
こ
と
は
な
く
、
一
九
七
〇
年

代
に
な
っ
て
も
依
然
と
し
て
社
会
主
義

経
済
管
理
シ
ス
テ
ム
の
非
効
率
性
は
深

刻
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
北
朝
鮮
指
導
部
は
新
た
な
対

策
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
か
ら

「
連
合
企
業
所
」
と
呼
ば
れ
る
企
業
集

団
の
設
立
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
ソ
連

で
い
う
生
産
合
同
や
ト
ラ
ス
ト
に
大
変

類
似
し
た
組
織
で
あ
り
、
複
数
の
企
業

を
ま
と
め
て
大
規
模
な
連
合
体
を
組
織

し
、
そ
こ
に
資
材
調
達
や
計
画
作
成
に

関
す
る
大
幅
な
裁
量
権
を
与
え
、
行
政

機
関
の
管
理
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た
。
連
合
企
業
所
は
、

計
画
経
済
と
い
う
枠
内
で
み
れ
ば
分
権

化
を
指
向
し
た
企
業
組
織
形
態
で
あ
り
、

一
九
八
〇
年
代
に
は
全
産
業
部
門
で
そ

の
導
入
が
進
め
ら
れ
た
が
、
や
は
り
経

済
管
理
に
改
善
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な

く
、
北
朝
鮮
の
計
画
経
済
の
運
営
は
次

第
に
行
き
詰
ま
り
を
み
せ
る
よ
う
に
な

る
。
一
九
九
一
年
に
ソ
連
が
崩
壊
し
、

対
外
経
済
関
係
の
ほ
と
ん
ど
が
断
絶
し

た
北
朝
鮮
経
済
は
、
物
資
の
不
足
に
よ

っ
て
も
と
も
と
非
正
常
な
状
態
に
あ
っ

た
企
業
の
稼
働
率
が
さ
ら
に
低
下
し
、

そ
れ
が
ま
た
物
質
の
欠
乏
を
招
く
と
い

う
悪
循
環
に
陥
り
、
さ
ら
に
一
九
九
五

年
か
ら
相
次
ぐ
大
規
模
な
自
然
災
害
に

襲
わ
れ
た
こ
と
で
、
一
気
に
経
済
危
機

へ
と
陥
る
こ
と
と
な
っ
た
（
参
考
文
献

⑧
）。

　

一
九
九
四
年
に
死
去
し
た
金
日
成
の

後
継
者
と
し
て
最
高
指
導
者
の
地
位
に

つ
い
た
金
正
日
は
、
麻
痺
状
態
に
陥
っ

た
生
産
活
動
を
復
旧
さ
せ
る
た
め
の
一

連
の
措
置
を
と
る
過
程
で
（
参
考
文
献

②
）、
経
済
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に

も
取
り
組
ん
だ
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
は
、

国
際
市
場
価
格
と
国
内
の
需
給
状
況
に

合
わ
せ
て
賃
金
と
物
価
を
引
き
上
げ
、

計
画
化
体
系
に
つ
い
て
も
、
戦
略
的
に

重
要
な
指
標
の
策
定
の
み
を
国
家
計
画

委
員
会
が
担
当
し
、
そ
の
他
の
指
標
は

地
方
行
政
機
関
や
国
営
企
業
な
ど
の
下

部
単
位
に
振
り
分
け
る
分
権
化
を
推
し

進
め
た
（
参
考
文
献
⑥
）。

　

さ
ら
に
金
正
日
は
、
経
済
管
理
を
改

善
す
る
う
え
で
「
実
利
」
を
保
障
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
強
調
し
、
経
済
管
理
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金正恩時代の「朝鮮式経済管理方法」を読み解く

の
合
理
化
と
経
済
活
動
の
効
率
化
に
よ

る
経
済
的
実
利
の
確
保
が
、
社
会
主
義

経
済
管
理
に
お
け
る
新
し
い
原
則
と
な

っ
た
（
参
考
文
献
⑪
）。
先
述
し
た
朝

鮮
式
経
済
管
理
方
法
の
基
本
的
方
向
性

の
ひ
と
つ
で
あ
る
経
済
的
実
利
の
確
保

は
、
こ
の
実
利
主
義
を
受
け
継
い
だ
も

の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
参
考
文
献

①
）。

　

こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
金
日
成
お
よ
び
金
正
日
時

代
の
北
朝
鮮
指
導
部
は
、
経
済
管
理
シ

ス
テ
ム
の
改
革
を
行
う
際
に
、
私
的
所

有
の
容
認
や
市
場
取
引
の
全
面
的
解
禁

な
ど
、
シ
ス
テ
ム
の
根
本
的
な
変
革
に

踏
み
切
る
こ
と
は
せ
ず
、
集
権
的
管
理

の
強
化
や
、
国
営
企
業
ま
た
は
地
方
行

政
機
関
の
経
営
上
の
裁
量
権
の
拡
大
な

ど
、
計
画
経
済
の
枠
内
で
の
方
法
論
的

な
対
策
で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て

き
た
と
い
え
る
。

　

で
は
、
金
正
恩
時
代
の
北
朝
鮮
指
導

部
が
推
進
す
る
「
朝
鮮
式
経
済
管
理
方

法
」
は
、
こ
れ
ら
過
去
の
措
置
と
比
べ

て
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
節
で
は
、
朝
鮮
式
経
済
管
理
方
法
の

中
で
主
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て

い
る
「
社
会
主
義
企
業
責
任
管
理
制
」

の
分
析
を
通
じ
て
、
こ
の
点
を
検
討
し

て
み
た
い
。

●
社
会
主
義
企
業
責
任
管
理
制
の

制
度
的
特
徴
と
今
後
の
経
済
改

革
の
展
望

　
「
社
会
主
義
企
業
責
任
管
理
制
」
の

制
度
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五

年
四
月
二
一
日
に
行
わ
れ
た
社
会
科
学

院
経
済
研
究
所
の
金
哲
所
長
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
、
現
時
点
で
最
も
詳
細
な

内
容
を
語
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑤
）。

金
哲
所
長
に
よ
れ
ば
、
社
会
主
義
企
業

と
は
工
場
と
企
業
所
、
協
同
農
場
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
企
業
が
従
来
よ
り

も
多
く
の
権
限
を
持
っ
て
経
営
活
動
を

創
造
的
に
行
う
制
度
が
「
社
会
主
義
企

業
責
任
管
理
制
」（
以
下
、
企
業
責
任

管
理
制
）
で
あ
る
と
い
う
。

　

社
会
主
義
企
業
に
付
与
さ
れ
た
権
限

の
な
か
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
な
の
は
、

企
業
の
経
営
活
動
に
関
わ
る
権
限
で
あ

る
。
企
業
責
任
管
理
制
下
で
は
、
社
会

主
義
企
業
に
計
画
権
と
生
産
組
織
権
が

与
え
ら
れ
、
国
家
計
画
の
遂
行
を
前
提

条
件
と
し
て
、
企
業
が
自
ら
の
余
裕
設

備
と
労
働
力
を
用
い
て
、
独
自
に
計
画

を
立
て
て
生
産
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
管
理

機
構
お
よ
び
労
働
力
の
調
節
権
と
人
材

管
理
権
も
付
与
さ
れ
、
企
業
が
自
ら
の

実
情
に
合
わ
せ
て
、
企
業
内
管
理
機
構

の
組
織
や
労
働
力
の
調
整
、
人
材
採
用

を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
財
政
管
理

に
関
す
る
権
限
も
大
幅
に
拡
張
さ
れ
、

企
業
が
生
産
活
動
を
通
じ
て
得
た
収
入

か
ら
、
国
家
納
付
率
分
を
収
め
て
残
っ

た
資
金
に
つ
い
て
は
、
全
面
的
な
管
理

権
限
を
持
っ
て
生
産
拡
大
や
報
酬
の
支

払
い
に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。

　

さ
ら
に
、
価
格
制
定
権
と
販
売
権
が

付
与
さ
れ
た
こ
と
も
重
要
な
変
化
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
部
の
重
要
品

目
を
除
い
て
は
、
国
家
が
定
め
た
範
囲

内
で
企
業
が
自
由
に
生
産
物
の
価
格
を

制
定
し
、
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
は
行
政
機
関
傘

下
の
貿
易
会
社
か
連
合
企

業
所
の
よ
う
な
一
部
の
大

企
業
に
し
か
許
可
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
貿
易
や
外
国

資
本
の
誘
致
な
ど
の
対
外

経
済
取
引
を
、
小
規
模
の

企
業
も
独
自
に
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。

　

以
上
が
社
会
主
義
企
業

に
付
与
さ
れ
た
主
な
権
限

で
あ
る
が
⑹
、
こ
れ
が
事

実
な
ら
ば
、
企
業
責
任
管

理
制
は
、
従
来
の
方
法
論

的
な
対
処
法
と
は
異
な
る
、

経
済
管
理
シ
ス
テ
ム
の
画

期
的
な
改
革
措
置
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
国
家
が
定

め
た
範
囲
内
に
お
い
て
と
い
う
制
限
こ

そ
あ
る
も
の
の
、
国
営
企
業
に
生
産
計

画
や
価
格
の
制
定
、
人
事
や
労
働
報
酬

の
配
分
に
つ
い
て
「
自
由
な
」
活
動
を

認
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

以
前
に
も
実
施
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
計

画
経
済
運
営
の
分
権
化
と
は
、
明
確
に

一
線
を
画
す
る
措
置
で
あ
る
。
た
と
え

ば
連
合
企
業
所
は
、
生
産
計
画
の
指
標

に
つ
い
て
か
な
り
の
部
分
を
独
自
に
作

成
し
、
傘
下
企
業
に
計
画
を
示
達
す
るPrefabricated apartments house a large portion of the population. Housing in North Korea is 

free, but cramped as with many other Asian nations, taken on June 8, 2008. by Stephan at 
Flickr（http://www.flickr.com/photos/fljckr/2603183793）
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こ
と
も
で
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
計
画
案

は
最
終
的
に
党
と
国
家
の
承
認
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
、
計
画
の
枠
外
で
独
自

の
生
産
を
行
う
こ
と
は
、
一
部
の
消
費

品
な
ど
の
生
産
を
除
い
て
許
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
生
産
物
の
価
格
に
つ
い
て

も
、
従
来
は
価
格
の
一
元
化
方
針
に
基

づ
い
て
、
国
家
の
統
制
下
で
制
定
さ
れ

て
お
り
、
個
々
の
企
業
が
自
由
に
制
定

す
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

だ
が
、
企
業
責
任
管
理
制
の
下
で
は
、

価
格
の
制
定
権
に
加
え
て
、
小
規
模
な

単
位
の
企
業
が
独
自
に
販
売
ル
ー
ト
を

開
拓
し
た
り
貿
易
を
行
う
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
制
限
さ
れ
た
範

囲
内
で
は
あ
る
が
、
計
画
外
で
の
自
由

取
引
す
ら
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
大
幅
な
経
営
権
が
企
業

に
付
与
さ
れ
る
一
方
で
、
企
業
責
任
管

理
制
で
は
私
的
所
有
に
関
連
す
る
改
革

的
な
措
置
は
と
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ

れ
は
朝
鮮
式
経
済
管
理
方
法
の
確
立
に

お
け
る
原
則
と
し
て
、
社
会
主
義
的
所

有
の
堅
持
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と

整
合
的
で
あ
る
。

　

言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
生
産
手
段
が

社
会
主
義
的
所
有
の
下
に
あ
る
限
り
、

実
際
の
経
営
に
つ
い
て
は
そ
の
多
く
の

部
分
を
個
々
の
企
業
に
任
せ
る
こ
と
を

容
認
す
る
こ
と
―
―
姜
日
天
の
い
う
所

有
と
経
営
の
分
離
（
参
考
文
献
①
）
が
、

企
業
責
任
管
理
制
の
、
ひ
い
て
は
金
正

恩
時
代
の
朝
鮮
式
経
済
管
理
方
法
の
本

質
的
特
徴
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。

　

実
は
、
こ
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
新

し
い
改
革
措
置
が
、『
経
済
研
究
』
二

〇
一
五
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
文

で
言
及
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑩
）。

著
者
の
キ
ム
・
ソ
ン
チ
ョ
ル
は
、
企
業

の
責
任
制
と
創
意
性
を
高
め
る
た
め
に

は
、
人
民
経
済
計
画
事
業
か
ら
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
、
注
文
契
約
に

基
づ
い
た
計
画
化
方
法
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。
こ
の
注
文
契
約
と
は
、
需
要

単
位
が
生
産
単
位
に
発
注
し
、
双
方
の

合
意
に
よ
っ
て
契
約
を
締
結
し
た
う
え

で
、
注
文
に
沿
っ
て
生
産
と
供
給
を
行

う
計
画
化
方
法
で
あ
る
。
キ
ム
・
ソ
ン

チ
ョ
ル
は
、
石
炭
や
金
属
な
ど
の
戦
略

的
意
義
を
持
つ
生
産
手
段
や
重
要
な
消

費
品
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

国
家
が
資
材
を
保
障
し
て
、
企
業
に
計

画
課
題
を
示
達
す
る
方
式
が
望
ま
し
い

が
、
他
の
す
べ
て
の
指
標
に
つ
い
て
は

注
文
契
約
に
基
づ
く
方
法
で
計
画
化
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
ま

た
、
戦
略
的
な
指
標
に
つ
い
て
も
、
企

業
が
独
自
で
生
産
で
き
る
範
囲
で
は
注

文
契
約
方
式
で
計
画
化
す
る
の
が
望
ま

し
い
と
論
じ
る
。

　
「
注
文
契
約
」
と
い
う
用
語
は
管
見

の
限
り
こ
の
論
文
が
初
出
で

あ
り
、
需
要
単
位
が
生
産
単

位
に
発
注
し
、
双
方
が
契
約

を
結
ぶ
こ
と
で
生
産
と
供
給

を
行
う
と
い
う
計
画
化
方
法

の
詳
細
に
つ
い
て
も
不
明
な

点
が
多
い
。
だ
が
、
注
文
契

約
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

『
経
済
研
究
』
の
同
月
号
に

掲
載
さ
れ
た
パ
ク
・
ヘ
ギ
ョ

ン
の
論
文
で
も
言
及
さ
れ
て

い
る
（
参
考
文
献
⑭
）。
こ

の
論
文
で
は
、
注
文
契
約
に

よ
る
計
画
化
に
お
い
て
提
起

さ
れ
る
重
要
な
要
求
の
ひ
と

つ
と
し
て
実
利
の
保
障
が
挙

げ
ら
れ
、
経
済
建
設
で
実
利

を
得
る
た
め
に
は
、
す
べ
て

の
単
位
が
経
済
的
効
率
性
を
最
大
限
に

高
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
注

文
契
約
に
よ
る
計
画
化
を
適
用
す
る
必

要
が
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
注
文
契
約
に
よ
る
計
画
化
は
、
企

業
に
計
画
遂
行
に
必
要
な
様
々
な
権
限

を
与
え
る
こ
と
で
、
経
営
活
動
を
よ
り

創
意
的
に
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
と

も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
に
基
づ
い
て
、
注
文

契
約
に
よ
る
計
画
化
方
法
の
意
味
を
考

え
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
企
業
責
任
管
理

制
に
よ
っ
て
拡
大
し
た
企
業
の
経
営
上

の
自
主
権
を
最
大
限
に
活
用
し
生
産
活

動
を
効
率
化
す
る
た
め
の
、
計
画
化
体

系
そ
の
も
の
の
改
革
で
あ
る
と
み
な
せ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
注
文
契
約
に
よ
る
計
画

化
方
法
の
詳
細
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら

か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
企
業
責
任

管
理
制
も
実
施
さ
れ
て
か
ら
二
年
あ
ま

り
し
か
経
っ
て
い
な
い
制
度
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
定
着
す
る
か
ど
う
か
も
不
透

明
で
あ
る
。
金
正
恩
時
代
の
経
済
改
革

の
今
後
を
展
望
す
る
た
め
に
は
、
今
後

も
信
頼
性
の
高
い
現
地
情
報
の
入
念
な

Platform with people and two subway trains in a metro station in Pyongyang, North Korea
（Date: August 6, 2012） Author: Roman Bansen
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金正恩時代の「朝鮮式経済管理方法」を読み解く

チ
ェ
ッ
ク
に
基
づ
く
分
析
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
り
ゅ
う　

は
っ
す
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

動
向
分
析
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴�

「
朝
鮮
式
経
済
管
理
方
法
」
は
、
朝

鮮
語
の
原
文
で
は
「
우
리 

식 

경
제

관
리
방
법
」
と
な
り
、
日
本
語
に
直

訳
す
る
と
「
わ
れ
わ
れ
式
経
済
管
理

方
法
」
と
な
る
が
、
こ
の
「
わ
れ
わ

れ
式
」
と
は
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
独
自
の
方
式
」
を
指
す
言
葉

で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
朝
鮮

式
」
の
訳
語
を
当
て
た
。

⑵�

こ
の
分
配
方
式
は
「
圃
田
担
当
責
任

制
」
と
呼
ば
れ
、
二
〇
一
三
年
か
ら

全
国
で
導
入
さ
れ
た（
参
考
文
献
④
）。

⑶�

「
労
作
」
と
は
、
北
朝
鮮
の
歴
代
最

高
指
導
者
に
よ
る
著
作
お
よ
び
談
話

を
指
す
。

⑷�

第
二
次
世
界
大
戦
で
日
本
が
敗
北
し
、

朝
鮮
半
島
が
植
民
地
支
配
か
ら
解
放

さ
れ
た
後
、
半
島
の
北
半
部
で
は
進

駐
し
て
き
た
ソ
連
軍
の
軍
政
下
で
、

彼
ら
と
共
に
帰
国
し
た
朝
鮮
人
共
産

主
義
者
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し
て
ソ

連
を
モ
デ
ル
と
し
た
国
家
建
設
が
進

め
ら
れ
た
。
一
九
四
九
年
に
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国
が
樹
立
し
た
と

き
に
は
、
既
に
半
島
北
半
部
に
存
在

し
た
私
企
業
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が

国
営
化
さ
れ
、
そ
れ
ら
国
営
企
業
を

管
理
す
る
た
め
の
行
政
機
構
も
整
備

さ
れ
て
い
た
（
参
考
文
献
⑦
）。

⑸�

独
立
採
算
制
と
は
、
社
会
主
義
国
家

に
お
け
る
商
品
―
―
貨
幣
関
係
の
形

態
的
利
用
と
物
質
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
適
用
し
た
国
営
企
業
の
管
理
運

営
方
法
で
あ
る
。
独
立
採
算
制
で
運

営
さ
れ
る
国
営
企
業
は
、
生
産
活
動

に
お
け
る
収
支
を
自
己
補
填
す
る
原

則
に
基
づ
い
て
経
営
活
動
を
行
っ
た
。

⑹�

こ
れ
ら
の
権
限
以
外
に
、
製
品
開
発

権
や
品
質
管
理
権
も
付
与
さ
れ
て
い

る
（
参
考
文
献
⑤
）。

《
参
考
文
献
》

（
日
本
語
）

①�

姜
日
天
「
研
究
ノ
ー
ト　

朝
鮮
式
経

済
管
理
方
法
の
確
立
に
関
す
る
方
針

を
読
む
」（『
季
刊
朝
鮮
経
済
資
料
』

二
〇
一
五
年
第
一
号
）
一
四
―
二
〇

ペ
ー
ジ
。

②�

中
川
雅
彦
『
朝
鮮
社
会
主
義
経
済
の

理
想
と
現
実
：
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
に
お
け
る
産
業
構
造
と
経
済

管
理
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇

一
一
年
。

③�

朴
在
勲
「
研
究
ノ
ー
ト　

現
地
情
報

か
ら
検
証
し
た
朝
鮮
式
経
済
管
理
に

関
す
る
最
近
の
動
き
」（『
季
刊
朝
鮮

経
済
資
料
』
二
〇
一
四
年
第
四
号
）

八
―
一
六
ペ
ー
ジ
。

④�

東
ア
ジ
ア
貿
易
研
究
会
『
二
〇
一
四

年
度　

最
近
の
北
朝
鮮
経
済
に
関
す

る
調
査
』
ジ
ェ
ト
ロ
、
二
〇
一
五
年
。

⑤�

文
浩
一
「
研
究
ノ
ー
ト　

訪
朝
期
間

に
垣
間
見
た
生
産
・
消
費
現
場
と
市

民
生
活
の
一
端　

付
：
面
談　

社
会

主
義
企
業
責
任
管
理
制
に
つ
い
て
」

（『
季
刊
朝
鮮
経
済
資
料
』
二
〇
一
五

年
第
二
号
）
一
〇
―
一
九
ペ
ー
ジ
。

⑥�

―
―
―
「
現
地
報
告　

朝
鮮
民
主
主

義
人
民
共
和
国
の
経
済
改
革
：
実
利

主
義
へ
の
転
換
と
経
済
管
理
方
法
の

改
善
」（『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
四
五
巻

第
七
号
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）
四
五

―
六
二
ペ
ー
ジ
。

⑦�

柳
学
洙
「
一
九
四
〇
―
一
九
五
〇
年

代
に
お
け
る
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
の
企
業
経
営
シ
ス
テ
ム
」（『
ア

ジ
ア
経
済
』
第
五
二
巻
第
三
号
、
二

〇
一
一
年
三
月
）
二
―
二
七
ペ
ー
ジ
。

⑧�

―
―
―
『
北
朝
鮮
経
済
の
制
度
分

析
：
企
業
管
理
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
的

展
開
』
一
橋
大
学
、
二
〇
一
五
年
。

（
朝
鮮
語
）

⑨�

「《
우
리 
식
의 

경
제
관
리
방
법
》

의 

완
성
을
／
내
각 

관
계
자 

인
터

뷰
」（『
朝
鮮
式
の
経
済
管
理
方
法
』

の
完
成
を
／
内
閣
関
係
者
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
）『
朝
鮮
新
報
』
電
子
版
、
二

〇
一
三
年
五
月
一
〇
日
（http://

chosonsinbo.com
/2013/05/ 

0510th-4/

）。

⑩�

김
성
철
（
キ
ム
・
ソ
ン
チ
ョ
ル
）

「
기
업
체
들
의 

책
임
성
과 

창
발
성

을 

높
일
수 

있
게 

인
민
경
제
계
획
사

업
을 

개
선
하
는
데
서 

나
서
는 

몇
가

지 

문
제
」（
企
業
体
の
責
任
制
と
創

意
性
を
高
め
る
よ
う
に
人
民
経
済
計

画
事
業
を
改
善
す
る
う
え
で
提
起
さ

れ
る
い
く
つ
か
の
問
題
）『
経
済
研

究
』
二
〇
一
五
年
第
三
号
。

⑪�

金
日
成
総
合
大
学
『
주
체
정
치
경
제

학
』（
主
体
政
治
経
済
学
）
金
日
成

総
合
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。

⑫�

金
正
恩
「
신
년
사
」（
新
年
辞
）『
労

働
新
聞
』
二
〇
一
三
年
一
月
一
日
。

⑬�

金
正
恩
「
조
선
로
동
당 

중
앙
위
원

회 

二
〇
一
三
년 

三
월
전
원
회
의
에

서 

하
신 

보
고
」（
朝
鮮
労
働
党
中

央
委
員
会
二
〇
一
三
年
三
月
全
員
会

議
で
行
っ
た
報
告
）『
労
働
新
聞
』、

二
〇
一
三
年
一
月
一
日
。

⑭�

박
혜
경
（
パ
ク
・
ヘ
ギ
ョ
ン
）「
기

업
체
들
의　

주
문
과 

계
약
에 

의
한 

계
획
작
성
에
서 

나
서
는 

중
요
요

구
」（
企
業
体
の
注
文
と
契
約
に
よ

る
計
画
作
成
に
お
い
て
提
起
さ
れ
る

重
要
な
要
求
）『
経
済
研
究
』
二
〇

一
五
年
第
三
号
。


